
問題をとく
自分の学力に合った問題か？

手がすらすら動いて、７・８割は自力で解ける問題か

基本を完璧に ⇒ 応用問題が解けるようになる

途中の式をかく

似た問題のまねをする

答え合わせをする
まずは〇と×だけ

まちがえても消さない

なぜまちがえたかを考える

問題をもう一度読み返す

条件のかん違い

式の写しまちがい

「なんで～かわからない」

教科書などで調べる

解説を見る（すぐに写さず考える）

モヤモヤする問題は、先生や友だちに

質問して必ず解消しておく

解きなおし

解きなおしは原則「何も見ずに自力で・最後まで解く」

ことを心がける（自力で最後まで解けたら、その問題はテストでできる）

空いているスペースに解きなおして、正解したら青〇

答えを写すだけ× 自分で解かないのは×

教材にチェックをつける

人間はすぐに忘れる ⇒ 1度まちがえた問題は復習が必要

まちがえた問題は、教材にもチェック「レ」やふせんをつけておく

何か調べたり人に聞いてできた問題もチェック「レ」

（わかったつもりを防止）

正しいテスト勉強法

（中学生・高校生）


